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年
3
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
）

　

明
治
32
年
（
1
8
9
9
年
）
10
月
7
日
、
田

子
浦
村
か
ら
元
吉
原
村
に
か
け
て
の
海
岸
一
帯

に
、
台
風
に
よ
る
海か

い

嘯し
ょ
う（「

つ
な
み
」
と
い
う

読
み
方
も
あ
り
ま
す
）
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
記
事
や
『
田
子
浦
海
嘯
始
末
』
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
子
浦
村
で
は
、
前
田
新
田
か
ら
四
軒
屋
ま

で
の
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

海
か
ら
の
波
と
潤
井
川
や
入
道
川
か
ら
流
れ
込

ん
だ
濁
流
で
逃
げ
場
を
失
っ
た
住
民
は
、
わ
ず

か
に
高
い
海
岸
砂
丘
に
避
難
し
ま
し
た
。
松
の

木
に
棚
を
組
ん
で
高
齢
者
や
子
ど
も
を
乗
せ
た

り
、
太
い
縄
を
松
の
木
に
巻
い
て
し
が
み
つ
い

た
り
し
て
、
波
に
押
し
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
、
嵐
が

お
さ
ま
り
家
々
が
流
さ
れ
た
一
帯
は
、
砂
原
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
元
吉
原
村
鈴
川
で
は
、
吉
原
湊み

な
と（
現

田
子
の
浦
港
）か
ら
押
し
寄
せ
た
潮
流
に
よ
り
、

鈴
川
（
現
吉
原
）
駅
を
は
じ
め
、近
く
の
旅
館
、

運
送
店
、
飲
食
店
な
ど
が
水
没
し
ま
し
た
。
鈴

川
駅
に
あ
っ
た
荷
物
や
各
運
送
店
の
荷
物
は
塩

水
に
つ
か
り
大
損
害
を
受
け
、
家
財
を
屋
根
の

上
に
出
す
住
民
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
、
鈴
川
の
砂
山
地
区
は
、
鈴
川

駅
に
ほ
ど
近
く
、
老
松
の
松
並
木
か
ら
南
に
伊

豆
半
島
、
北
に
富
士
山
を
眺
め
る
風
光
明
媚
な

地
と
し
て
知
ら
れ
、
歌
舞
伎
俳
優
の
9
代
目
市

川
団
十
郎
や
、
政
財
界
人
な
ど
の
別
荘
が
相
次

い
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
海
嘯

に
よ
り
、
30
棟
余
り
あ
っ
た
別
荘
は
跡
形
も
な

く
失
わ
れ
ま
し
た
。

田子浦の海
かい

嘯
しょう

（高潮）
（明治32年）

第7回

海嘯による被害を受けた鈴川（現吉原）駅（鈴川本町）

過
去
に
学
ぶ

　

「
富
士
の
災
害
史
」は
、
過
去
に
市
域
が
見
舞
わ
れ
た
災
害
を
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
25
年
3
月
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
ふ
じ
で
は
、
定
期
的
に
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

田
子
浦
村
・
元
吉
原
村
の
被
害

富
士
の
災
害
史現在の様子

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※t
ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

平成28年11月 1 日、富士市は市
制施行50周年を迎えます。富士市
がもうすぐ50歳になると聞くと、
このまちに生まれ、成人し、父親
になった40代半ばの私にとって
は、どこか自分の人生と重なるよ
うで、感慨深いものがあります。

先人の皆さんの努力により発展し
た富士市。改めて市の歴史を振り
返るとともに、子どもたちや若い
人たちが将来このまちで活躍する
ことを願いながら、市民の皆さん
とともに記念事業を盛り上げてい
きたいと思います。（Ｔ）

人　口　256,616人  （前月比 − 115）
　　男　126,787人  （−53 ）　
　　女　129,829人  （−62）
世　帯　102,308世帯（ + 37） 2 月 1 日現在
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